
研究開発とSociety 5.0との橋渡しプログラム

迅速な災害復旧等に向けた時系列・三次元モデルを用いた
国土履歴のAI判別技術の開発・普及

成果報告実演会
参画企業・大学・研究機関

（国研）森林研究・整備機構森林総合研究所、グリーン航業株式会社、アジア航測株式会社、五大開発株式会社、
株式会社ジオ・フォレスト、石川県立大学、新潟大学、東京大学、岐阜県森林研究所

日時 2026年12月3日（木）13時～17時
会場 森林総合研究所（つくば市松の里1）中央棟2F 大会議室

第一部 成果報告会（WEB併用） 13:00～15:40

1 汎用スキャナによる空中写真の取込

2 デジタルカメラによる空中写真の取込

3 三次元モデル作成（GCP自動取得）

4 ユースケースの紹介（崩壊地抽出ほか）

5 総合討論

（休憩）

第二部 空中写真取込実演（現地のみ） 16:00～17:00

1  汎用スキャナによる空中写真の取込実演

2 デジタルカメラによる空中写真の取込実演

事前申込制（現地参加は先着50名）締切11/25（水）

QRコードまたは下記リンクの入力フォームからお申し込みください

https://forms.cloud.microsoft/r/AwBD1xWYwq

可能な限り公共交通機関をご利用ください（駐車場に限りがございます）。
所内に入る前に入館手続を行い「入館証」を受領し、必ずご返却ください。

境界候補抽出崩壊跡地の抽出

国立研究開発法人森林研究・整備機構 森林総合研究所
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